
基本
きほん

理念
りねん

基本目標
きほんもくひょう

意識
いしき

・共生社会への意識に年代差が存在（若年層は肯定的、高齢層は慎重）
きょうせいしゃかい                いしき             ねんだいさ　　　　そんざい　　じゃくねんそう　　　こうていてき　　こうれいそう　　しんちょう

・日本人市民の共生社会への「意識」と「行動」に乖離
にほんじんしみん　　　　　　　きょうせいしゃかい　　　　　いしき　　　　　　　こうどう　　　かいり

・日本人市民
にほんじんしみん

が望
のぞみ

む共生社会
きょうせいしゃかい

への取組
とりくみ

みは年代
ねんだい

で傾向
けいこう

が相違
そうい

（若年層
じゃくねんそう

：互
たが

いに学び合う意識
まな　　　あ　　　いしき

が高
たか

い、高齢層：地域での交流促進の意識が高
こうれいそう　　　ちいき　　　　　　　こうりゅうそくしん　　いしき　　　　たか

い）

①多文化共生意識の醸成
　　　　　たぶんかきょうせいいしき　　じょうせい 　外国籍

がいこくせき

市民
しみん

と日本人
にほんじん

市民
しみん

の双方
そうほう

が、互
たが

いの多様
たよう

な文化
ぶんか

や価値観
かちかん

を正
ただ

しく理解
りかい

し、尊重
そんちょう

し合
あ

える意
いし

識
き

を育
はぐく

むため、多文化共生
たぶんかきょうせい

意識
いしき

の啓発
けいはつ

に取
と

り組
く

みます。

お互
たが

いの文化
ぶんか

・価値観
かちかん

を尊重
そんちょう

し

支
ささ

え合
あ

うことのできる 共生
きょうせい

社会
しゃかい

づくり

交流
こうりゅう

・交流が少なく、関わりが限定的
　　こうりゅう　　すく　　　　　かか　　　　　　げんていてき

・交流イベント等への参加意向の低さ
　こうりゅう　　　　　　　　など　　　　　さんか　いこう　　　　ひく

・交流イベント参加への潜在的なニーズ
こうりゅういべんとさんか　　　　　　　　　　せんざいてき　　　にーず

・日本人市民・外国籍市民双方で、日本のルール、日本語・文化への理解促進が共通ニーズ
　にほんじんしみん　　　　　がいこくせきしみんそうほう　　　　　　　にほん　　　　るーる　　　　にほんご　　　　　ぶんか　　　　　りかいそくしん　　　　　きょうつうにーず

②相互理解を深める交流機会
　そうごりかいをふかめるこうりゅうきかい

の創出・参加促進
のそうしゅつ・さんかそくしん

　多様
たよう

な文化
ぶんか

背景
はいけい

を持
も

つ人々
ひとびと

が直接
ちょくせつ

触
ふ

れ合
あ

い、互
たが

いの生活
せいかつ

や文化
ぶんか

、考
かんが

え方
かた

を理解
りかい

し、良好
りょうこう

な関係
かんけい

を

築
きず

くため、交流
こうりゅう

の場
ば

を創出
そうしゅつ

するとともに、誰
だれ

もが参加
さんか

できる環境
かんきょう

を整備
せいび

し、参加
さんか

を促進
そくしん

します。

言語の違い
げんご              ちが 

・日本語の読み書き能力の不足
　にほんご　　　　　よ　　　　か　　　　のうりょく　　ふそく

・日本語習得における時間的制約
にほんごしゅうとく　　　　　　　　　　　じかんてきせいやく

・日本人市民・外国籍市民双方で、日本のルール、日本語・文化への理解促進が共通ニーズ
にほんじんしみん・がいこくせきしみんそうほう　　　　　　　　　　　　にほん　　　るーる　　　　にほんご　　　　　ぶんか　　　　　　りかいそくしん　　　　きょうつうにーず

【再掲
さいけい

】

・
　　　にほんごのうりょく　　　　ふそく　　　　しごと

日本語能力の不足が仕事に影響
えいきょう

③日本語学習支援の充実
　　にほんごがくしゅう　　　しえん　　　　　　じゅうじつ 　外国籍市民が、日常生活や社会参加に必要な日本語能力を習得できるよう、質の高い学習機

がいこくせきしみん　　　　　　　にちじょうせいかつ　　　しゃかいさんか　　　　ひつよう　　　にほんごのうりょく　　　　しゅうとく　　　　　　　　　　　しつ　　たか　　　がくしゅうきかい

会

を多様な形で提供し、日本語学習の環境を整備
たよう　　　かたち　　ていきょう　　　　にほんごがくしゅう　　　　　かんきょう　　せいび

します。

①子どもの学習環境の充実
　　　こ　　　　　　　　　がくしゅうかんきょう　　じゅうじつ 　外国

がいこく

にルーツを持
も

つ子
こ

どもたちが、言葉
ことば

や文化
ぶんか

の壁
かべ

によって学習
がくしゅう

に支障
ししょう

をきたすことなく、安心
あんしん

して

学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

れるよう、一人
ひとり

ひとりのニーズに応
おう

じた学習
がくしゅう

機会
きかい

を提供
ていきょう

します。

国際力
こくさいりょく

を育
はぐく

む 教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

を通
つう

じた

共生社会
きょうせいしゃかい

づくり

②外国籍保護者へのコミュニ
がいこくせきほごしゃ　　　　　　こみゅにけーしょん

ケーション支援の充実
しえん　　　　　じゅうじつ

　外国籍
がいこくせき

保護者
ほごしゃ

が学校
がっこう

や地域
ちいき

社会
しゃかい

で円滑
えんかつ

にコミュニケーションを図
はか

れるよう、多言語
たげんご

による情報
じょうほう

提
てい

供
きょう

や相談
そうだん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させ、学校
がっこう

と保護者
ほごしゃ

との連携
れんけい

を強化
きょうか

します。

③支援人材の確保、支援体制
しえんじんざい　　　　　かくほ　　　　しえんたいせい

の

構築
こうちく

　多文化
たぶんか

共生
きょうせい

の視点
してん

を持
も

つ専門
せんもん

人材
じんざい

を育成
いくせい

・確保
かくほ

するため、学校
がっこう

・地域
ちいき

・行政
ぎょうせい

が一体
いったい

となって課題
かだい

解決
かいけつ

に取
と

り組
く

む支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。

④国際教育の推進
　　こくさいきょういく　　　　すいしん 　全

すべ

ての子
こ

どもたちがグローバルな視点を持ち、多様な文化を理解し、国際社会で活躍できる力
ぐろーばる　　　　　　　　してん　　　も　　　　　たよう　　　　　ぶんか　　　りかい　　　　こくさいしゃかい　　　　かつやく　　　　　　ちから

を

育む教育を推進
はぐく　　　きょういく　　すいしん

します。

①外国人労働者への日本語
　がいこくじんろうどうしゃ　　　　　　　　にほんご

学
がく

習支援
しゅうしえん

　外国
がいこく

人
じん

労働者
ろうどうしゃ

が、就労
しゅうろう

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

で必要
ひつよう

な日本語
にほんご

能力
のうりょく

を習得
しゅうとく

し、円滑
えんかつ

なコミュニケーション
こみゅにけーしょん

を図
はか

ることができるよう、実用的
じつようてき

な学習
がくしゅう

機会
きかい

を提供
ていきょう

し、日本語
にほんご

学習
がくしゅう

を支援
しえん

します。

外国籍
がいこくせき

の市民
しみん

も 生
い

き生
い

きと活躍
かつやく

できる

共生
きょうせい

社会
しゃかい

づくり

②職場環境の改善
　　しょくばかんきょう　　　　　かいぜん 　外国

がいこく

人
じん

労働者
ろうどうしゃ

が安心
あんしん

して働
はたら

き、能力
のうりょく

を最大限
さいだいげん

に発揮
はっき

できるよう、差別
さべつ

やハラスメント
はらすめんと

のない職場
しょくば

環
かん

境
きょう

を整備
せいび

します。

③外国人人材を雇用する事業
がいこくじんじんざいをこようするじぎょうしょへの

所への支援
しえん

　外国人
がいこくじん

人材
じんざい

が安心
あんしん

して働
はたら

き続
つづ

けることができる環境
かんきょう

整備
せいび

を促進
そくしん

するため、育成
いくせい

・確保
かくほ

対策
たいさく

に取
と

り組
く

む事業所
じぎょうしょ

を支援
しえん

します。

④地域活動への参加促進
　　ちいきかつどう　　　　　　　　　さんかそくしん 　外国籍市民

　がいこくせきしみん

の地域活動
ちいきかつどう

への参加
さんか

を促進
そくしん

するため、地域
ちいき

の一員
いちいん

として参加
さんか

しやすい環境
かんきょう

を整備
せいび

しま

す。

⑤活躍の場の創出
　　　かつやく　　　ば　　　　そうしゅつ 　外国籍市民

がいこくせきしみん

が持つスキルや経験、語学力を地域社会で発揮できるよう、多様な活躍の機
も　　　　すきる　　　　　　けいけん　　ごがくりょく　　　ちいきしゃかい　　　　　はっき　　　　　　　　　　　　たよう　　　　かつやく　　　きかい

会を創出
そうしゅつ

します。

⑥外国籍市民の意見を反映
がいこくせきしみん　　　　　　いけん　　　　はんえい

す

る仕組みの構築
しくみ　　　　　　　こうちく

　実効性
じっこうせい

の高
たか

い施策
せさく

を推進
すいしん

するため、外国籍
がいこくせき

市民のニーズや課題を的確に把握し、施策に反映
にーず　　　　　　かだい　　　　てきかく　　　はあく　　　　しさく　　　　はんえい

させ

る仕組
しく

みを構築
こうちく

します。

①情報発信の強化
　　　　じょうほうはっしん　　　きょうか 　外国籍市民

　がいこくせきしみん

が、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を確実
かくじつ

に入手
にゅうしゅ

しやすい環境
かんきょう

を構築
こうちく

するため、様々
さまざま

な媒体
ばいたい

の活用
かつよう

や多言
たげんご

語化
か

などにより、効果的
こうかてき

な情報発信
じょうほうはっしん

に取
と

り組
く

みます。
安全・安心な 共生社会づくり
あんぜん・あんしん　　　　　　　　　きょうせいしゃかい

②相談支援体制の構築
そうだんしえんたいせい　　　　　　こうちく 　外国籍市民

がいこくせきしみん

が抱
ほう

える多様
たよう

な困
こま

りごとに対し、安心して相談・支援
たい　　　　あんしん　　　　そうだん　　　しえん

できるよう、関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

を図
はか

り、相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。

③生活支援の充実
　　　せいかつしえん　　　　　じゅうじつ 　外国籍市民が地域社会で自立した生活を送れるよう、子育て、福祉、納税など生活基盤

がいこくせきしみん　　　　　　ちいきしゃかい　　　　　じりつ　　　　　せいかつ　　　　おく　　　　　　　　こそだ　　　　　　ふくし　　　のうぜい　　　　　せいかつきばん

となるあら

ゆる場面でのサポートを強化
ばめん　　　　　　　さぽーと　　　　　　きょうか

します。

④医療機関における多言語化
４いりょうきかんにおけるたげんごかの

の推進
すいしん

　医療機関における多言語対応を推進し、誰もが必要な時に適切な医療サービスを受
いりょうきかん　　　　　　　　　　　　たげんごたいおう　　　　　すいしん　　　　だれ　　　　　ひつよう　　　とき　　てきせつ　　　いりょう　さーびす　　　　　　う

けられる環境
かんきょう

を整備
せいび

します。

⑤災害時における安心の確保
　災害発生時において、外国籍市民が安全に避難し、必要な支援を円滑に受けられる体制を整

さいがいはっせいじ　　　　　　　　　　　　　がいこくせきしみん　　　　　あんぜん　　　ひなん　　　　　ひつよう　　　しえん　　　えんかつ　　　　う　　　　　　　　　たいせい　　ととの

え、
　

災害に対する備えを強化
　さいがい　　　たい　　　　そな　　　　　きょうか

します。

生活
せいかつ

支援
しえん

・日本人市民・外国籍市民双方で、日本のルール、日本語・文化への理解促進が共通ニーズ【再掲】
にほんじんしみん・がいこくせきしみんそうほう　　　　　　　　　　　　にほん　　　　るーる　　　　　にほんご　　　　ぶんか　　　　　りかいそくしん　　　　　きょうつう　　　　　さいけい

・必要
ひつよう

な行政情報
ぎょうせいじょうほう

の不足
ふそく

・医療
いりょう

・保健
ほけん

、福祉
ふくし

、納税
のうぜい

、防災
ぼうさい

など生活基盤に関する情報のニーズや支援の高さ
せいかつきばん　　　　　　かん　　　じょうほう　　にーず　　　　　　しえん　　　たか
・

・相談・支援体制の不足
そうだん・しえんたいせい　　　　　　ふそく

就労
しゅうろう

・言語の違いによるコミュニケーション不足
げんご　　　　　ちが　　　　　　　　こみゅにけーしょん　　　　　　　　ふそく

・日本語能力の不足が仕事に影響【再掲】
にほんごのうりょく　　　　　　ふそく　　　　しごと　　　えいきょう　　さいけい

・外国人労働者の就労上の不満
がいこくじんろうどうしゃ　　　　　しゅうろうじょう　　ふまん

・外国人労働者を雇用する事業者の負担増
がいこくじんろうどうしゃ　　　　　こよう　　　　　じぎょうしゃ　　　ふたんぞう

・地域住民とのコミュニケーション不足
ちいきじゅうみん　　　　　　　　　こみゅにけーしょんぶそく

・外国籍
がいこくせき

市民
しみん

の意見
いけん

を反映
はんえい

する仕組
しく

みが未整備
みせいび地域

ちいき

参画
さんかく

今後
こんご

の方向性
ほうこうせい

現状
げんじょう

と課題
かだい

（仮）海津市多文化共生推進計画　骨子
（かしょう）かいづしたぶんかきょうせいすいしんけいかく　こっし

教育
きょういく

・学校
がっこう

における日本語教育
にほんごきょういく

の不足
ふそく

・言語の違いによる保護者とのコミュニケーション不足
げんご　　　　ちが　　　　　　　　ほごしゃ　　　　　　　　こみゅにけーしょん　　　　　　　　ふそく

・学校制度の周知や進路に関する情報提供の不足
がっこうせいど　　　　　　しゅうち　　　しんろ　　　かん　　　　じょうほうていきょう　　ふそく

共

に

理

解

し

　

共

に

活

躍

で

き

る

ま

ち

(

と

も

に

り

か

い

し

　

と

も

に

か

つ

や

く

で

き

る

ま

ち

）

 外国籍
がいこくせき

市民
しみん

と日本人
にほんじん

市民
しみん

がお互
たが

いの文化
ぶんか

や価
かち

値観
かん

を尊重
そんちょう

し、支
ささ

え合
あ

いながら共
とも

に暮
く

らす社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指
めざ

します。

　外国
がいこく

にルーツを持
も

つ子
こ

どもたちが安心
あんしん

して学
まな

ぶことができる環境を整備するとともに、全
かんきょう　　　　せいび　　　　　　　　　　　　　　　　すべ

ての

子
こ

どもたちが国際社会で活躍する力を育
こくさいしゃかい　　　　　　かつやく　　　　　　ちから　　はぐくきょういく

む教

育を推進
すいしん

します。

　外国籍市民
がいこくせきしみん

がその能力
のうりょく

を最大限
さいだいげん

に発揮
はっき

し、地
ちい

域
き

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として活躍
かつやく

できる機会
きかい

を創出
そうしゅつ

し、

誰もが自立
だれ　　　　　　じりつ

し、活力
かつりょく

あふれる持続
じぞく

可能
かのう

な社会
しゃかい

の

実現
じつげん

を目指
めざ

します。

　外国籍
がいこくせき

市民
しみん

と日本人
にほんじん

市民
しみん

が共
とも

に安全
あんぜん

・安心
あんしん

に

暮
く

らせるよう、外国籍
がいこくせき

市民
しみん

に対
たい

する必要
ひつよう

な情報
じょうほう

の周知
しゅうち

や支援
しえん

を実施
じっし

し、生活
せいかつ

基盤
きばん

を安定
あんてい

させる

ための支援
しえん

体制
たいせい

を整備
せいび

します。

資料5
しりょう


